
① 地域と大学との連携 

平成 22(2010)年 4 月に保健医療学部看護学科を開設し 13 年目、理学療法学科を開設して 6 年目

となる。令和 2(2020)年度に締結した「幸手市と日本保健医療大学との包括的連携に関する協定書」

に則り、幅広く連携の強化を進めている。令和 4(2022)年度は下記の取組を行い、幸手市との関係は

良好な状態である。 

 

a. 令和 4(2022)年 4月 1日（金）アスカル幸手・さくらホールで第 13回入学式を行った。 

 

b. 中島富志子・看護学科（公衆衛生看護学）講師が、幸手市長から介護保険運営協議会委員を委嘱

され活動した。 

 

c. 今井充子看護学科（母性看護学）教授が、幸手市長から「幸手市男女共同参画推進協議会委員」

を委嘱され活動した。 

 

d. 正田泰基共通教育センター・講師が、幸手市教育長から「教育委員会の事務に対する点検及び評

価報告書」へのご意見について（依頼）を委嘱され提言を行った。 

 

e. 正田泰基共通教育センター・講師が、幸手市長から「幸手市まち・ひと・しごと創生市民会議委

員」を委嘱され活動した。 

 

f. 松井貴子看護学科（小児看護学）准教授が、幸手市長から「幸手市健康づくり推進会議委員」を

委嘱され活動した。 

 

g. 塚本哲保健医療学部長が、幸手市長から「幸手市シティプロモーション推進会議委員」を委嘱さ

れ活動した。 

 

h. 看護学科の学生 2 名が、幸手市長から「第 6 次幸手市総合振興計画市民検討会議委員」を委嘱

され活動した。 

 

i. 塚本哲保健医療学部長が、幸手市教育長から「第 6次幸手市総合振興計画審議会委員」を委嘱さ

れ活動した。 

 

j. 須釜幸男共通教育センター・教授が、幸手市長から「児童福祉審議会委員」を委嘱され活動した。 

 

k. 小林美奈子看護学科（在宅看護学）学科長が、幸手市危険物防火安全協会からの依頼を受けて

「ストレスと心身の健康」というテーマで講演を行った。 

 



 

l. 上本野唱子看護学科（小児看護学）教授が、幸手市教育長から委嘱され、「子ども大学さって」

で、小学校 3年生から 6年生を対象に「紙パンツ、解体新書」、“―紙パンツをばらして秘密を探

ろう―”というテーマで講演を行った。 

 

m. 石井智也理学療法学科・助手が、幸手市教育長から委嘱され、「子ども大学さって」で、小学校

3年生から 6年生を対象に「ヒトのからだのふしぎ」というテーマで講演を行った。 

 

n. 令和 5(2023)年 3月 10日（金）、令和 4 年度卒業式をアスカル幸手、さくらホールで行った。 

 

②  生涯学習ニーズへの取組み等 

 本学の生涯学習のニーズへの取組の柱として「市民公開講座」「子ども大学さって」がある。令和

4(2022)年度の市民公開講座は、12 月 10 日（土）に本学南キャンパスで行われ、コロナ禍にも関わ

らず満員となり、充実した公開講座であった（表 A-1-1参照）。 

 

「子ども大学さって」は、本学がある幸手市との連携で開催しており、令和 4(2022)年度は全 4回

のうち 3回が本学での開催となり、2回分を本学教員が担当した（表 A-2-2参照）。 

 

また、2022 年 12 月 25日、埼玉県久喜市において「デジタル活用で健康寿命を延ばす運動プログ

ラムの提供」にエアデジタル株式会社・株式会社 安藤・間との産学官共同事業の一環として、体力

テストを行った。 

 

令和 4(2022)年 11月 24日には、埼玉県松伏町において「松伏町人権セミナー」が開催され、看護

学科熊坂隆行教授（学長補佐）が「ヒトの心を豊かにするアニマルセラピー～実際に本物のセラピ

ードッグに触れあってみよう～」というテーマで講演を行った。この熊坂隆行教授らが行っている

アニマルセラピーは山梨県中巨摩郡にある株式会社テクノ・ラボから助成を受け、動物とふれあう

ことで、子どもたちの「感受性」「擁護性」などの発達への効果を検証しており、子どもたちが「命

の大切さ」を学ぶ生涯学習プログラムである。最終的には「保育園における動物介在教育の効果」を

明らかにし、動物介在教育を全国で展開していくためのプロジェクトである。 

 

令和 4(2022)年 10 月 28日には、埼玉県久喜市において第 36回久喜市民まつりが開催され、救護

ボランティアとして本学看護学科学生が参加した。 

 

 その他、2022 年 6 月 18 日にアルティメット日本代表選手との交流会や地域の講演会などを多数

行っている。 

 

 



 

 

表 A-1-1 令和 4年度市民公開講座の概要 

第 1部 鎌倉時代の幸手で何が起きた？ 

演者：三浦恒義氏（郷土史研究家） 

第 2部 アメリカ人と日本人の語用論の違い 

演者：稲田貴子氏（日本保健医療大学 共通教育センター 教授） 

 

表 A-1-2 令和 4年度「子ども大学さって」の概要 

2023年 1月 28日 

「紙パンツ、解体新書」－紙パンツをばらして秘密を探ろう－ 

日本保健医療大学 保健医療学部 看護学科 教授 上本野唱子 

2023年 2月 28日 

「ヒトのからだのふしぎ」 

日本保健医療大学 保健医療学部 理学療法学科  助手 石井智也 

 

今後も幸手市の要請に応え、「市民公開講座」「子ども大学さって」への参画を継続していく。地域

の行事への参加・提案などを行い、生涯学習への取組を積極的に行っていく。 

 


